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8 月 28 日に「大雨特別警報」が長崎県  佐賀県  

福岡 県 に同 時 に発 表 され ま した 。 大雨 特 別警 報

は警戒レベル  5 の“命を守る行動を !!”という

アナウンスで避難指示対象者が  88 万人を超え

る数字になりました。2019 年  5 月に運用が開始

されてから  7 月 20 日に長崎県   五島地区と  

対 馬 地 区 に 出 て  今 回 が 新 し い 運 用 に な っ て  

早くも  2 回目となりました。50 年に一度くらい

や今 ま でに 経 験の な い大 雨 が連 続 して 起 きて い

ま す 。 こ う な れ ば こ こ 数 年 が  50 年 に 一 度 の   

異常気象の年と考えたほうが受け入れやすい状況になっています。“ 50 年に一度”が毎月のよ

うに起こっていることに違和感を感じてしまいますが  それほど深刻なことなのです。  

 

も う ひ と つ触 れ て お き た い 気 象現 象 が 起 き て い る ので す が  8 月 16 日 の 出 来 事 で  秋 田 県  

にかほ市で午前  6 時 18 分に  36.5℃を記録したということで  しかもこの日の最高温度だっ

たということです。最高気温が朝の 6 時台とは考えにくいです。この日に新潟県胎内（たいな

い）市でも午前  4 時 56 分に  34.9℃を記録しています。まだ日の出前の時間にです。前日の  

15 日には新潟県糸魚川（いといがわ）市で 1 日の最低気温が  31.3℃と筆者が知っている日本

の気象と違ってきているようで・・・心配です。  

 

原因は「フェーン現象」で山から乾燥した高温の風が 吹きおりる現象で温度が上がるのですが  

どういうことかと言いますと  100m 高低差があると温度差も  0.6℃ほどあると考えられてい

ます。山の上から斜面に沿って降りてくる風は  100m 下がるごとに  0.6℃温度上昇します。仮

に  2000m の標高の山から空気が地表に降りてくると   

0.6℃  × 20 = 12℃  

ということになります。頂上の温度が  24.0℃くらいあれば地表では  

24.0℃  ＋  12.0℃  = 36.0℃  

に計 算 上な ると い う こと で す。 夜中 に 頂 上で  20℃ を超 す こと も  

考えにくいですが  いままで経験したことのない気象現象が起き

て い る と い う こ と で す 。 フ ェ ー ン 現 象 が 起 こ り や す い  北 陸 や  

東北では今後も注意が必要になります。  

 

ニッセンケン分室「思いつきラボ」 No.143 

太陽光だけで海水を真水にする 

装置は救世主・・・ 
 

・ ・ ・ 
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地球にやさしい優れもの  

異常 気 象 の書 き 出 し でな か な かテ ー マ に 入れ ま せ んが  今 回 の思 い つ きラ ボ は 地 球に と っ て  

とて も あ りが た い 開 発品 の 紹 介に な り ま す。 タ イ トル 通 り 海 水を 真 水 にす る 装 置 なの で す が  

海 水 淡 水 化 装 置 は 決 し て 珍 し く な く 進 化 も し て い る の で す が  

今 回 紹 介 す る の は 太 陽 光 だ け が エ ネ ル ギ ー 源 の 装 置 と い う と

こ ろ に ス ゴ さ が あ り ま す 。 太 陽 光 発 電 装 置 も 使 わ ず 太 陽 光 を  

あ て る だ け で 海 水 淡 水 化 が で き る と い う 優 れ も の な の で す 。  

開 発 し た の は オ ー ス ト ラ リ ア の モ ナ シ ュ 大 学 （ Monash 

University）のシーワン・チャン (Xiwang Zhang)教授の研究チ

ームです。日本国内ではきれいな水を普通に使用できています

が  世 界 で は き れ い な 状 態 の 水 を 入 手 で き ず に 泥 水 で も 命 を

繋ぐために飲んでいる地域があるのです。  

 

今回開発された海水淡水化装置は「水を引き寄せる性質をもつ超親水性の濾紙（ろし）をカー

ボンナノチューブでコーティングしてディスク状にしたもの」という説明で「蒸発脱水ディス

ク」という名称で紹介されています。この「蒸発脱水ディスク」に海水を含ませて太陽光を 照

射す る と カー ボ ン ナ ノチ ュ ー ブが 吸 収 し た太 陽 光 の熱 エ ネ ル ギー を 受 けて 蒸 発 す る仕 組 み で  

蒸発 し た 水は 蒸 発 脱 水デ ィ ス クに と ど ま り真 水 と なり  塩 分 は結 晶 と なっ て デ ィ スク の 外 縁

部から排出されるというものと解説されています。その生成の様子は“ You Tube”で動画で見

ることができました。  

 

こ の 海 水 淡 水 化 装 置 は 海 水 か ら ほ ぼ  100%の 塩 分 を 除 去 す る こ と が 可 能 で  さ ら に 製 塩 に も  

利用できるとの発表になっています。水も塩も人間には不可欠なものなのですが  かといって

海水を飲料水にはできません。稼働試験も実証済みで「蒸発

脱水ディスク」 1 ㎡あたり  1 日に  6 リットルから  8 リット

ルの真水の生成が可能とも報告があります。なんといっても

この装置を動かす稼働エネルギーは太陽光だけでいいという

ことです。海辺の近くに装置設備を用意すれば真水の供給が

可能で飲料水の確保にできるということです。さらに今回は

海水淡水化装置として紹介されていますが  下水汚泥の浄化

や処理が困難な液体廃棄物の固体化などに応用できるとあり  

そうなれば個体物から有用な資源回収などにも利用が可能と

いう期待も寄せられます。とにかくスゴい開発です。筆者と

しても現物を見てみたいと思っております。  

 

濾紙の素材・・・  

この装置に超親水性の濾紙が使われていると説明がありましたので濾過膜（ろかまく）に触れ

ておきたいと思います。今は濾紙の文字も“ろ紙”と表示することが一般的なのですが  濾す

（こす）という漢字が常用漢字として使わないので平仮名で表示します。ろ紙の素材は字から

みて も 判 断で き る 通 り  も と は紙 で 作 ら れて い た ので す が  現在 で は 化学 繊 維 の 不織 布 が 使
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われています。もちろん除去する粒子の大きさによって進化してきたのですが  海水から脱塩

するには  1 ㎚（ナノメートル）以下の膜が必要なのです。膜の孔（あな）の大きさで区分され

ています。  

       

粗ろ過（あらろか）  ＞ 10 ㎛（マイクロメートル）  

精密ろ過（せいみつろか）  0.05 ㎛  ～  10 ㎛  

限界ろ過（げんかいろか）  1 ㎚    ～  0.05 ㎛  

逆浸透（ぎゃくしんとう）  ＜  1 ㎚（ナノメートル）  

      1 ㎛  = 100 万分の  1 メートル   1 ㎛  = 10 億分の  1 メートル  

 

この 逆 浸 透膜 の 技 術 の進 歩 で 海水 淡 水 化 装置 が 開 発さ れ て 精 度も あ が って き て い るの で す が  

日本 の 不 織布 の 技 術 も世 界 ト ップ レ ベ ル で  逆 浸 透膜 に 関 し ても 日 本 の技 術 が か なり の 貢 献

を果 た し てい る の で す。 こ の 技術 が さ ら に進 展 し て価 格 面 を 含め て 普 及す る こ と がで き れ ば  

世界の環境問題の対応策として利用されることになります。筆者としては地球環境の救世主と

なりうると期待したいです。楽しみなニュースです。  

 

                原稿担当：竹中  直（チョク）  

  

       

 

 

 

               

 

  

 

（参考）  

https: / /www.youtube.com/w

atch?v=OGZVhcQ33MQ  

https://www.youtube.com/watch?v=OGZVhcQ33MQ
https://www.youtube.com/watch?v=OGZVhcQ33MQ

